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、

声
楽
家
は
大
き
な
声
で
し
ゃ
べ
る
と
い
け
な
い
ん
で
す
、
と
言
い
な
が
ら
、
声
高
に
浩
々
と
し
ゃ
べ
り
、
か
つ
、
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
と
屈

託
な
く
身
体
を
ゆ
す
っ
て
笑
う
。
豪
放
、
燭
漫
。
何
ご
と
も
明
る
さ
で
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
う
。
神
戸
女
学
院
大
声
楽
科
卒
業
後
、
パ
リ

国
立
音
楽
院
に
学
ぶ
。
受
験
前
に
三
週
間
、
オ
ラ
ン
ダ
で
勉
強
。
言
葉
が
分
ら
な
く
て
難
儀
の
し
通
し
。
家
か
ら
の
便
り
を
読
ん
で
は
ホ

ー
ム
シ
ッ
ク
で
泣
い
て
い
た
。
「
音
楽
院
を
一
等
で
卒
業
し
て
か
ら
や
っ
と
音
楽
の
楽
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ズ
ッ
と
歌
を
勉
強
す

る
こ
と
の
厳
し
さ
だ
け
を
感
じ
て
い
た
ん
で
す
よ
」
・
主
に
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
を
手
が
け
て
い
る
。
詩
の
解
釈
、
構
成
上
の
技
巧
な
ど
難
し

い
こ
と
だ
ら
け
。
が
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
そ
し
て
、
将
来
は
日
本
歌
曲
も
と
夢
は
大
き
い
。
「
今
日
あ
る
私
は
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

す
。
下
里
智
恵
子
、
福
沢
ア
ク
リ
ビ
、
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
・
ミ
シ
ョ
ー
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
バ
ダ
ー
ル
、
河
本
喜
介
の
先
生
方
、
そ
し
て
、
ピ
ア
ノ

を
弾
い
て
く
だ
さ
る
松
本
令
子
さ
ん
。
み
な
さ
ん
の
励
ま
し
の
お
か
げ
で
す
」
・
昨
年
、
兵
庫
県
民
小
劇
場
で
初
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
い
た
。

こ
の
二
月
に
は
再
び
フ
ラ
ン
ス
ヘ
・
再
度
山
大
竜
寺
住
職
の
長
女
。
二
十
九
歳
。
よ
り
一
層
頑
張
っ
て
欲
し
い
。
〈
松
本
さ
ん
宅
に
て
》

今
年
も
力
い
っ
ぱ
い
歌
緬
峯
す
Ｉ
需
上
緬
趣

凸
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ゆ
た
か
な
街
づ
く
り

／ 、
何
か
を
新
し
い
と
い
う
こ
と
は

古
く
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

新
し
い
と
い
う
こ
と
は

と
ら
え
よ
、
７
と
す
る
心
で
す

謹
賀
新
年

い
つ
ま
で
も

神
戸
日
建
は
前
進
し
ま
す

洗
練
さ
れ
た
セ
ン
ス
で

ナ
ウ
な
感
覚
と

店
創
り
に
は
げ
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ア
ド
パ
イ
サ
ー
と
し
て

店舗づくりのプロフェショナル

お
店
の
繁
栄
を
お
約
束
し
ま
す

今
年
も
一
年

企
画
設
計
施
工

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
柚
”
戸
を
目
ざ
し
て

ご
予
算
の
こ
と
か
ら
ご
相
談
下
さ
い
。

神戸市葺合区御幸通３丁目 I
PHONEO78(251)3525(代）

株神戸日建信頼される

ノ、

▲

K B E
NlKKEN

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



神
戸
っ
子
門

奇
神
戸
っ
秀
い

「
新
た
な
る
飛
躍
の
た
め
に
」

宮
田
喜
夫
〈
神
戸
青
年
会
霞
所
理
事
長
〉
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
る
「
社
団
法
人
神
戸
青
年
会
議
所
」
（
神
戸
Ｊ
Ｃ
）
・
如
才
停
年
と
い
う
約
束
の
た
め

一
一
八
○
人
の
メ
ン
バ
ー
は
全
員
昭
和
二
ケ
タ
生
ま
れ
で
埋
ま
っ
た
。
来
年
は
私
も
卒
業
の
年
だ
が
…
…
と
今
年
の
理
事
長
に
選
ば
れ
た
宮

田
喜
夫
さ
ん
（
調
才
）
・
抱
負
を
、
と
問
う
ま
で
も
な
く
確
実
な
言
葉
が
よ
ど
み
な
く
口
を
つ
い
て
出
る
。
周
到
さ
。

「
Ｊ
Ｃ
も
ず
い
ぶ
ん
大
き
く
な
っ
て
会
員
間
に
不
公
平
が
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
こ
こ
ら
で
社
会
と
人
間
の
開
発
と
い
う
Ｊ
Ｃ
の
根
本

を
確
か
め
て
、
組
織
内
の
再
充
実
を
図
り
た
い
。
次
代
の
大
き
な
飛
躍
に
そ
な
え
る
年
に
な
れ
ば
…
・
・
」
・
派
手
で
は
な
い
が
、
熱
意
は

十
分
。
昭
和
犯
年
Ｊ
Ｃ
入
会
以
来
、
月
々
の
例
会
は
出
席
率
川
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
ま
じ
め
な
人
柄
は
話
し
て
い
て
す
ぐ
知
れ
る
。
Ｊ
Ｃ

の
新
年
は
今
年
も
確
か
な
一
歩
に
な
る
に
違
い
な
い
。
㈱
宮
田
組
専
務
。
〈
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
〉

鮭
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本年も倍旧のご愛顧を
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ｺ ｳ べｽ ﾅ ﾂ ブゆ新神戸トンネル貫通. 〃

『訂 ｎW

昨年1 1 月1 5 日、新神戸トンネルが貫通した。午前１０
時3 0 分、宮崎神戸市長によって発破のスイッチが押さ
れ、大音響があたりにとどろく。作業員が確認へ走る。
しばらくして、貫通の連絡。“やったあ. ／”拍手と万
歳の声が暗い地底に明るく響きわたった。
新神戸トンネルは、新神戸駅と北区山田町の箕谷を

結ぶ全長６．９１キロ、1 幅８鯨の二車線で、この日貫通
した地点は、南坑口から３．４７キロ、北坑口から３．
４４キロのほぼ真ん中の地点。
昭和4 6 年1 0 月の工事着工以来、神戸市道路公社が担
当、ほぼ３年で１本のトンネルとなり、このあと、昭
和5 1 年３月の完成を目指して内部の整備を引き続いて
行なう。このトンネルの完成によって市街地と北神地
区は時間の点でグンと近くなった。
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六
○
ｍ
ｍ
○
○
○
○
少
戸
男
べ
〈
脳
〉

神
戸
つ
子

ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
仏
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
コ
ン
ク
ー
ル
賞
を
獲
得
、
パ
リ
に
留

学
し
た
時
、
迷
わ
ず
ヘ
イ
タ
ー
の
ア
ト
リ
エ
Ⅳ
の
門
を
敵
い
た
・

（
こ
の
ア
ト
リ
エ
Ⅳ
と
は
、
Ｓ
・
Ｗ
・
ヘ
ィ
タ
ー
の
工
房
で
、
た

ま
た
ま
使
用
し
た
ア
ト
リ
エ
の
住
所
番
地
が
Ⅳ
だ
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
こ
の
名
が
生
ま
れ
た
。
ピ
カ
ソ
、
ミ
ロ
、
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ

ィ
等
の
大
画
家
が
輩
出
し
て
お
り
、
日
本
人
作
家
で
も
斉
藤
寿
一

野
間
佳
子
等
こ
の
門
を
敵
い
て
い
る
者
も
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
画

家
や
彫
刻
家
が
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
。
歴
史
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
日
本
画
壇
に
重
要
な
要
素
を
も
た
ら
し
、
そ
し
て
未
来
に
か

け
て
芸
術
的
創
造
行
為
と
大
胆
な
新
し
い
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

ヘ
イ
タ
ー
は
現
在
禰
歳
。
意
欲
的
な
仕
事
に
情
熱
を
燃
や
し
て
芸

術
に
精
進
し
て
い
る
）

’
第
一
回
東
京
国
際
版
画
ビ
ェ
ン
ナ
ー
レ
で
ヘ
ィ
タ
ー
の
作

品
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
っ
た
で
し
ょ
う
。
あ
れ
を
見
て
知
っ
て
い

た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
迷
わ
ず
に
…
…
。
ア
ト
リ
エ
Ⅳ
で
は
い
ろ
ん

な
作
家
と
同
じ
次
元
で
交
流
で
き
た
し
、
こ
れ
は
と
て
も
貨
重
な

四
年
間
で
し
た
．

そ
の
間
、
ヘ
イ
タ
ー
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
な
り
、
今
は
パ
リ
に

自
分
の
工
一
房
を
も
つ
。

ｌ
パ
リ
が
自
分
に
あ
う
。
個
人
個
人
が
自
分
自
身
と
い
う
も

の
を
大
切
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
流
れ
の
中
に
自
分
が
い
る

松
谷
武
判

ん
だ
け
ど
、
と
て
も
自
由
な
と
こ
ろ
が
い
い
。
反
面
、
自
然
に
ひ

と
り
ひ
と
り
の
違
い
を
表
現
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
し
、
極

端
に
精
“
神
的
な
も
の
が
あ
っ
て
こ
う
い
う
作
品
が
存
在
す
る
と
い

う
裏
付
け
が
な
く
て
は
い
け
な
い
．
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。

具
体
美
術
で
活
躍
し
て
い
た
頃
の
松
谷
氏
の
作
品
は
、
ビ
ニ
Ｉ

ル
接
着
剤
を
つ
か
っ
て
平
面
に
凸
を
つ
く
っ
た
り
、
パ
ン
ク
さ
せ

た
り
…
…
そ
の
絵
の
イ
メ
ー
ジ
を
発
展
さ
せ
、
シ
ル
ク
に
置
き
か

え
色
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
で
き
あ
が
っ
た
の
は
、
平
面
、
な
お

か
つ
絵
と
ち
が
っ
た
空
間
を
も
つ
作
品
た
ち
．

版
画
を
刷
る
と
い
う
作
業
、
こ
れ
も
自
分
で
や
る
と
い
う
。
刷

っ
て
い
る
と
き
に
、
新
し
い
発
見
を
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
な
に
よ

り
も
「
自
分
の
型
を
残
す
」
こ
の
気
持
ち
を
充
実
さ
せ
る
最
大
の

瞬
間
で
も
あ
ろ
う
。
刷
ら
れ
た
作
品
に
表
わ
れ
た
紫
や
青
は
、
や

は
り
、
パ
リ
の
環
境
で
生
ま
れ
た
紫
や
青
で
あ
る
。

ま
っ
た
に
た
け
さ
だ

、
一
九
三
七
年
大
阪
に
生
る
、
一
九
六
○
年
吉
原
治
良
に
師
事
し
蛎
九
回
具
体
展

よ
り
解
放
迄
出
品
⑩
一
九
六
六
年
第
一
回
日
仏
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
グ
ラ
ン
プ
リ

を
得
、
渡
仏
し
ア
ト
リ
エ
〃
で
助
手
を
つ
と
め
る
。
現
代
美
術
の
動
向
展
に
出
品
（
京
都

国
立
近
代
美
術
館
）
ｅ
一
九
六
八
年
第
一
回
パ
リ
版
画
ピ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
出
品
（
以

降
二
回
出
品
）
⑤
一
九
六
九
年
第
九
回
毎
日
現
代
美
術
館
に
出
品
（
以
降
二
回
出
品
）

鋪
八
回
ユ
ー
ゴ
版
画
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
出
品
（
以
降
二
回
出
品
）
Ｇ
一
九
七
○
年
第

三
回
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
第
七
回
東
京
国
際
版
画
ピ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
出
品
②
一
九
七
一
年

今
日
の
川
人
展
に
出
品
（
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
）
＠
一
九
七
二
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

日
本
作
家
展
に
出
品
（
京
都
・
東
京
国
立
近
代
美
術
館
）
⑯
一
九
七
三
年
第
一
回
世

界
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
展
に
て
第
一
部
門
入
賞
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
②
一
九
七
四
年

第
四
回
イ
ギ
リ
ス
版
画
ピ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
に
て
入
賞
（
プ
ラ
フ
ォ
ー
ド
）
在
パ
リ
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第
４
回
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版
画
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エ
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測
年
受
賞
作
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それが自然に子供たちに伝わることが大切

、『

なことではないかしらと思って始めました。
お作法を通して蝋心のおしゃれ〃がいがに

eｗｌｉｆｅｌａｄｙｉｎＫｏｂ 心､ のおしゃれを

大切なことかとても勉強になります。

若さにプラス
村一上裕子さん
< 甲南大学４年生＞

百人一首を手にする村上裕子きんは、紫
水遠州流の西田祥風先生のお作法教室へ二
年前に入門したという清楚なお嬢さん。
「西田先生のもとで、お作j 去とお茶とお花
をお稽古してもう三年目。私はとても子供
好きで、教育に関心があるのて‐すが、自分
に欠けていることを自分自身で身につけて．

●コトブキお菓子マンスリー（１月）
甘さを押えたシュガーレスケーキ
《ダニエル》

と微笑んだ。

お桑二子、

コトプキのいろいろあるお菓子の中て．は
特にラングドシャーが．あっさり、サラッ
として甘さがきつくなくって大好きですの_ 』

罰岡●ブ 軽
ノ

新しいダニエルはレディの人気者です。
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夕加宝石

あけましておめでとうございます
心の宝石を大切に……

昭和 5 0 年元旦

トア・ロード

〒 6 5 0 高田利彦
神戸市生田区北長狭通２－１６１－１
t ｅ１０７８．３９１．４１０５ ノ、
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斤真珠と宝石への深い愛の結実のた" &元三]、
東京田崎ビル1 1 月2 7 日ＯＰＥＮ
このたび、創立2 0 周年を迎え、日頃の皆様方のご支援の賜ものとして、東京
田崎ピルが誕生しました。真珠と宝石のギャラリーを中心に、東京における
タサキの全サービス部門が結集したジュエリーのための総合ピル。わたく
したちはこのビルを、タサキとお客様方の「真珠と宝石への深い愛を結実
させるために｣ 、その拠点としたいと願っています。そして、美しいものを愛する
者同志の親しい対話の場でありたいものです。ギャラリーには、タサキの熱
烈な愛をこめたオリジナル・ジュエリーの数々を豊富に展示してあります。
また、宝石の鑑別、クリーニンクミリフオームなどどんな小さなことでもご相談
を承ります。赤坂溜池交差点近く、大理石のフレームに族まったシンフツレ
なビルです。どうぞお気軽にお立ち寄りください。田崎真珠ＴＡＳＡＫＩＰＥＡＲＬＳ

ノ、 東京田崎ピル東京都港区赤坂l - 3 - 3 T E L 5 8 6 - 7 4 1 1
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些垂＝

１
月
目
次

こ
れ
は
神
一
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
薩
原
保
之
立
山
章

７
神
戸
っ
子
稲
／
井
上
和
世
／
宮
田
喜
夫

Ⅱ
あ
る
集
い
／
ひ
ろ
グ
ル
ー
プ

旧
コ
ウ
ペ
ス
ナ
ッ
プ

Ⅲ
神
戸
っ
子
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〈
旧
〉
／
松
谷
武
判

旧
神
戸
の
デ
ィ
テ
ー
ル
〈
訓
〉
／
石
阪
春
生
／
カ
メ
ラ
・
杉
尾
友
士
郎

超
わ
た
し
の
意
見
／
坂
井
時
忠

露
随
想
三
題
／
大
橋
良
三
／
中
村
隆
／
本
城
由
美
子

調
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と
／
ひ
ろ
グ
ル
ー
プ

卯
れ
ん
さ
い
ず
い
そ
う
／
天
女
・
童
女
・
阿
呆
／
藤
本
義
一

並
神
戸
情
話
〈
７
〉
／
ワ
ン
ナ
イ
ト
芦
屋
／
矢
崎
泰
久

訓
あ
る
現
代
美
術
家
の
非
芸
術
的
レ
ポ
ー
ト
／
河
口
龍
夫

詑
い
ん
た
び
ゅ
う
／
私
は
写
真
屋
／
寺
山
修
司

調
新
春
対
談
／
わ
が
青
春
、
わ
が
神
戸

阪
本
勝
／
朝
比
奈
隆

妬
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

妬
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
／
諸
岡
博
熊

帽
新
春
特
集
昭
和
五
十
年
の
神
戸
五
つ
の
提
言

／
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
／
明
石
架
橋
／
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

／
芸
術
大
学
／
福
祉
都
市
へ
の
総
合
瞬
査
を

帥
座
談
会
／
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
に
蕗
け
る
神
戸
の
未
来

宮
崎
辰
雄
／
畑
専
一
郎
／
木
内
衛
／
松
谷
富
士
男

坂
野
淳
子
／
森
本
泰
好
／
河
野
忠
博

配
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
情
報

加
神
戸
百
景
／
カ
メ
ラ
・
小
山
保

脱
コ
ン
ニ
チ
ワ
神
戸
／
ポ
ル
ト
ガ
ル

川
動
物
園
飼
育
日
記
／
亀
井
一
成

川
神
戸
の
ア
ー
バ
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